
誤った使い方をすると、事故を引き起こすおそれがあります。

お読みになった後も必ず製品の近くに保存して下さい。
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◎この機械の操作及び保守・点検を行うときは、必ずこの取扱説明書
に従ってください。

もし疑問点又は不明な点がございましたら、当社又は販売店にお問

合せて回答を得るまで作業を進めないでください。

◎この取扱説明書に従わなかったため、あるいは誤用や無断改造がな
されたために怪我を負ったり、損害が発生したとしても、販売元・
製造元および販売店は一切その責任を負いません。

１）近年農業機械には新しい材料や加工方法の採用により、さまざまな危険が数多く発生す
る傾向にあります。
この機械の取扱上の危険についても、すべての状況を予測することはできません。

そのためこの取扱説明書の記載事項や機械に表示してある注意事項は、すべての危険を
想定しているわけではありません。
従って機械の操作または日常点検を行う場合は、この取扱説明書の記載及び機械本体に

表示されている事項に限らず、安全対策に関しては充分な配慮が必要です。

２）この取扱説明書について質問やより詳しい情報が必要な場合は、当社又は販売店にお問
合せください。

３）この取扱説明書において、万一ページの乱丁や落丁などがあった場合は、お取り替えい
たしますのでお手数ですが販売店までご連絡ください。

重要なお知らせ

◎この機械の操作及び保守・点検を行うときは、必ずこの取扱説明書

の指示・警告にしたがってください。

疑問点または不明な箇所があれば、当社または販売店に問い合わせ

て回答を得てから作業を進めてください。



1-1　警告用語の種類と意味

警　告

1. 危険防止のために

危　険

警　告

注　意

    切迫した危険な状態を示し、手順や指示に従わないと
    死亡もしくは重傷を負う場合に使用されます。

    潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと
    死亡もしくは重傷を負う場合に使用されます。

    潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと
    中・軽傷を負う場合、機器・機械が損傷する場合又は
　 原料や製品に不具合が生じる場合に使用されます。

◎危険防止のために、本機の危険な箇所には警告ラベルを貼付してあります。
この警告ラベルでは危険度の高さ（又は事故の大きさ）に従って、次の３段階に
分類しています。

以下の警告用語がもつ意味を理解し、本書の内容（指示）に従ってください。

危険防止のために危険な箇所には危険・警告・注意の各ラベルが貼付
してあります。
このラベルの注意書きを必ず守って作業を行ってください。
守らずに作業をしますとケガをする場合があります。

また、各ラベルが剥がれたり、読みづらくなった場合は、即座に新し

いラベルと交換し、同位置に貼り付けてください。
新しいラベルは当社にて準備しております。（ラベルは有償となって
おります）
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1-2　本機の使用にあたっての諸注意

1. 危険防止のために

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握し
てから取扱説明書に従って作業を行ってください。
本機の性能を充分発揮出来ず安全上支障をきたすことがあり
ます。

警　告

本機を設置する際は、準備作業を必ず取扱説明書通りに実施
し、本機の周りには決して過熱性の物・電気的な高容量物コ
ンプレッサー等のノイズ発生物などの危険な物は置かないよ
うにしてください。
本機に悪影響を与え、安全上支障をきたすことがあります。

警　告

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の各ラ
ベルが貼付してあります。
このラベルの注意書きを必ず守って作業を行ってください。
守らずに作業をしますとケガをする場合があります。
また、各ラベルが剥がれたり、読みづらくなった場合は、即
座に新しいラベルと交換し同位置に貼り付けてください。
新しいラベルは当社にて準備しております。（ラベルは有償
となっております）

警　告

本機の御使用後、及び保管の際には必ず、電源プラグをコン
セントから抜いてください。
感電・漏電・火災の原因となります。

警　告

当社に無断で本機を改造したり、取り付けられているものを
外したり加工をほどこし、本機と関係のない物を取り付けた
りは、絶対にしないでください。
本機の性能を充分発揮出来ず安全上支障をきたすことがあり
ます。

警　告

使用頻度に合わせて本機の点検・清掃は必ず実施してくだ
さい。
本機の性能を充分発揮出来ず、安全上支障をきたすことがあ
ります。
また、点検・清掃を行う場合は必ず元電源を切ってから作業
してください。
守らずに作業しますとケガをする場合があります。

警　告

本機を使用する場合の電気工事に関しては、電気工事有資格
者又は電気工事資格店にて本機の取扱説明書内に記載されて
いる基準を十分満たす工事を実施すること。
自分で勝手に工事はなさらないでください。
本機に悪影響を与え安全上支障をきたすことがあります。
また、既存の動力配線をお使いになる場合は本機の基準に適
応していることを確認後、本機を使用してください。

警　告
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1. 危険防止のために

本機を水につけたり、水のかかる場所や火気の近くでは使用
しないでください。
ショート・感電・漏電・火災の原因となります。

警　告

電源プラグを抜く場合は、電源コードを持たずに必ず電源プ
ラグを持って引き抜いてください。
感電や発火する場合があります。

警　告

改造はしないで下さい。また、修理技術者以外の人は分解や
修理をしないでください。
火災・感電・ケガの原因となります。

警　告

電源コードを傷つけないでください。
無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり、
高温部に近づけたり、重たいものを載せたり、挟みこんだ
り、加工した場合は、電源コードが破損し、火災・感電の原
因となります。

警　告

電源プラグはコンセントの奥までしっかり差し込んでくださ
い。感電・ショート・発煙・発火の原因となります。警　告

電源プラグの刃（プラグ先端）及び刃の取り付け面にほこり
が付着している場合は、よく拭き、ほこりを取り除いてくだ
さい。火災の原因となります。

警　告

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み
がゆるい場合は本機を使用しないでください。
感電・ショート・発火の原因となります。

警　告

指定の電源以外では使用しないでください。
火災・感電の原因となります。警　告

※上記以外の注意点及び詳細は各作業内容に合わせて記載してあります。よく熟読され、
必ず守ってください。

-　3　- 



1-3　警告ラベル・注意ラベルの貼り位置と説明（1）

1. 危険防止のために

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の
各ラベルが添付してあります。このラベルの注意書きを
必ず守って作業を行ってください。守らずに作業をしま
すとケガをする場合があります。また、各ラベルが剥れ
たり、読み辛くなった場合は即座に新しいラベルと交換
し、同位置に貼り付けてください。新しいラベルは当社
にて準備しております。

扉を開けますと内に揺動部があり

ます。運転中にこれらに接触する

とケガをします。扉を開ける時は

必ず、電源プラグをコンセントか

ら抜いてください。

（コード：260-408-11）

後カバーを開けると伝動部があり

ます。運転中にこれらに接触する

とケガをします。カバーを開ける

時は必ず、電源プラグをコンセン

トから抜いてください。

（コード：260-400-10）
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1-4　警告ラベル・注意ラベルの貼り位置と説明（2）

1. 危険防止のために

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の
各ラベルが添付してあります。このラベルの注意書きを
必ず守って作業を行ってください。守らずに作業をしま
すとケガをする場合があります。また、各ラベルが剥れ
たり、読み辛くなった場合は即座に新しいラベルと交換
し、同位置に貼り付けてください。新しいラベルは当社
にて準備しております。

運転前には取扱説明書を熟読し、

本機の性能・機能を充分理解して

から運転してください。

取扱説明書に従わなかったときは

本機の性能を充分発揮できず、安

全上支障をきたすことがあります。

（コード：260-433-10）

点検・掃除等の作業を行う場合は

危険防止のため必ず、電源プラグ

をコンセントから抜いてください。

（コード：260-411-11）

点検・修理等の作業を行う場合は

感電防止のため必ず、電源プラグ

をコンセントから抜いてください。

（コード：260-412-10）
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2-1　本機の構成名称

3

2. ご使用になるまえに

ベルトカバー 17 ベルトカバー止めネジ

2 米排出口 10 高さ調節脚 18 運転スイッチ

1 本体側板 9

上カバー 11 19 排出スイッチ

4 前扉 12 20 過負荷異常ランプ

5 ノゾキ窓扉 13 ホコリ箱 21 後カバー

6 米投入口タンク 14 供給シャッターレバー 22 米投入口増タンク

7 後扉 15 自動間欠装置 23 昇降機用コンセント

8 石・残米排出口 16 高さ調節ボルト（M6） 24 電装ボックスカバー

No. 名　　　称 No. 名　　　称 No. 名　　　称

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能
及び装置を充分理解した上でお取扱ください。
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2-2　本機の仕様

2. ご使用になるまえに

定格電圧（V）

使用モーター（W）

昇降機コンセント

ブレーカー容量

安全装置

三相 200

200

三相 200V　4P　200Wまで

5A以上

過負荷保護サーマル内蔵（手動復帰型）

外形寸法（mm） 幅 440 × 奥行 847 × 高さ 1074 ～ 1274

894 ～ 1274（可変）

284 ～ 484（可変）

555 ～ 755（可変）

60

張込高さ（mm）

米排出高さ（mm）

石・残米排出高さ（mm）

本機重量（kg）

仕　　　　　様

型　　式 ストーンピッカー　P-35D型

玄米

白米

籾

毎時能力（kg/h）

1800 ～ 2100（30 ～ 35俵）

1500 ～ 1800（25 ～ 30俵）

1200 ～ 1500（20 ～ 25俵）

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能
及び装置を充分理解した上でお取扱ください。

電源を接続される場合は、壁に取り付けられているコン
セントに直接本機の電源プラグを差し込んでください。
コードリール・テーブルタップ（延長コード）等は絶対
に使用しないでください。
電圧が降下し、本機に悪影響を与え安全上支障をきたす
ことがあります。

※ 本機が使用する電源が上記に示す電気的な仕様を十分満足して
いるか確かめてください。
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2-3　電気工事に関する注意

2. ご使用になるまえに

電　　源 モーター容量 ブレーカー容量

P-35D型 三相 200V 200W 5A以上

修理及び点検作業を行う場合は、必ず元電源を切ってか
ら実施してください。
感電等など安全上支障をきたすことがあります。

◎ 電源仕様及び電源に関する注意事項を下記に示します。

三相200V電源には必ず右配線図に示すような
進相コンデンサーなるものが取り付けられてい
ます。これは電気料金の低減が目的であります。
お客様でヒューズ式開閉器をご使用になってい
て何らかの原因でヒューズが切れた場合、切れ
た線上には進相コンデンサーの影響により
100Vが供給されてしまいます。
この100Vにより精米機内に取り付けられてい
る電磁開閉器がチャタリング現象を起し、損傷
するおそれがあります。
なるべくヒューズ式開閉器はご使用にならず、
ノーヒューズブレーカー等のご使用をお勧め致
します。
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2-4　外形図

2. ご使用になるまえに
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2-5　本機の設置に関して

2. ご使用になるまえに

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把
握してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
本機の性能を充分発揮できず安全上支障きたすことがあ
ります。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしない
ように注意してください。

本機を設置する際は、準備作業を必ず取扱説明書通りに
実施し本機の回りには決して過熱性のもの・電気的な高
容量物・コンプレッサー等のノイズ発生物などの危険な
ものは置かないようにしてください。
また、設置する場所は板の間などの床面の弱い所・凹凸
な面・傾斜な所は絶対に避けてください。
本機に悪影響を与え安全上支障をきたすことがあります。

◎ 下記の点に注意して設置してください。

① 本機を所定の位置まで移動します。

脚にある高さ調節ネジを調節して

本機の高さを固定してください。

（2-6 本機の高さ調節方法参照）

② 高さの調節が終わりましたら本機

を揺さぶり設置面にガタがないこ

とを確認してください。

（ガタがある場合は設置面を補修

するか脚の調節にてガタをなくし

てください。）

③ 本機に水平器を右図に示すように
石抜機の上に置き、本機の左右・

前後の水平を確認してください。

④ 石抜機への米供給装置（例えば昇

降機・籾摺り機など）を正しく設
置してください。
（2-7 米供給に関する注意を参照）

※ 本機が水平でないまたは本機の設置面にガタがあると石抜精度が
低下します。
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2-6　本機の高さ調節方法

2-7　米供給に関する注意

2. ご使用になるまえに

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能
及び装置を充分理解した上でお取扱ください。

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能
及び装置を充分理解した上でお取扱ください。

① 高さ調節脚の調節ネジ（一脚につきネジ

6本）を緩めてください。

② ネジを緩めましたら高さを調節してネジ

を締めて固定してください。

米を供給する場合、必ず上図に示すホッパー

内中央の米供給口に向けて米を供給してくだ

さい。

正しく米が供給されないとダイヤフラムスイ

ッチが良好に作動せず、自動運転にて支障を
きたす場合があります。
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2-8　ホコリ箱のセット方法

2. ご使用になるまえに

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把
握してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
本機の性能を充分発揮できず安全上支障きたすことがあ
ります。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしない
ように注意してください。

ホコリ箱は石抜機の前後どちらからでも引き出すことができます。

セットする際は下図に示すように石抜機の下にあるスライドレールの内側にホコリ箱の

レールガイドを入れて水平に差し込んでください。
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2-9　回転方向の確認

2. ご使用になるまえに

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把
握してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
本機の性能を充分発揮できず安全上支障きたすことがあ
ります。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしない
ように注意してください。

石抜機右側面のベルトカバーの右下に長穴があります。

この長穴から内部のモータープーリーが見えます。

本機を作動（運転方法を参照）させ、内部のモータープーリーが時計方向（右）に回転

するのを確認してください。

運転前には必ず回転方向を確認してください。
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3-1　各操作スイッチ及び異常ランプの説明

3. 運転方法

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握
してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
作業する際には身の回りには充分気を配り、ケガをしな
いように注意してください。

自動運転を開始します（米投入口タンクへ米を入れると起
動し、米がなくなると停止します）

運転停止

強制的に運転を開始します

強制的に石などを排出します
（米・残米排出シャッターが開く）

排出停止

自動間欠装置により自動で石などを排出します

石抜機のモーターが過負荷状態になりサーマルがトリップ
したときに点灯します
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3-2　石・残米の取り出し方

3. 運転方法

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握
してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
作業する際には身の回りには充分気を配り、ケガをしな
いように注意してください。

◎ 運転方法

1. 電源プラグをコンセントに差し込んでください。
2. 供給シャッターを開けてください。（3-3 供給シャッターの説明参照）

① 自動運転を行う場合

3. 運転スイッチを自動運転にしてください。
4. 米を本機に供給すると自動的に運転が開始されます。

（米を供給する場合必ずホッパー中央の米供給口に向けて米が張り込まれるよう
にしてください。）
（2-7 米供給に関する注意参照）

② 手動運転を行う場合

3. 運転スイッチを手動運転にしてください。
4. 運転を開始します。

運転時の注意事項
① 危険ですので運転中は前扉・後扉及びベルトカバーは絶対に外さないでください。

② 運転時にはキャスターのストッパーを必ず閉めてください。
石抜機が振動しますと石抜精度が低下します。

③ 使用後は必ずホコリ箱の中をチェックして、籾殻・ホコリ・ワラクズなどを満杯に
しないようにしてください。
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3-3　供給シャッターの説明

3. 運転方法

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握
してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
作業する際には身の回りには充分気を配り、ケガをしな
いように注意してください。

◎ 石抜機の毎時能率は供給シャッターが「全開」の位置で通常1800 ～ 2100kg/h
（30 ～ 35俵）の能率になります。
（注意） 米の状態により能率は多少変動します。

石が取れにくい場合はシャッターを絞って（閉方向）ください。
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3-4　自動間欠装置の説明と調整（1）

3. 運転方法

1. 自動間欠装置の説明

自動間欠装置とは長時間連続的に石抜機を運転される場合などにおいて、いちいち
人手によって石の排出を行うめんどうな作業を緩和するため、石抜機内部の金網上
部のシャッターをある一定の間隔で自動開閉して石などを排出する装置です。
（玄米に混入している石が多い場合など長時間運転を続けますと、石抜機金網の石
溜まり部に石が満杯となりオーバーフローして玄米に石が再度混入する恐れがあり
ます。）
自動的にシャッターを間欠開閉して石を排出します。
混入している石の量により排出間欠時間の調整ができます。
（排出される石には若干の玄米が混じった状態で排出されます。）
（間欠時間の調整方法は次ページに示します。）

① 自動排出される場合は石抜機後部の排出スイッチを自動排出にしてください。

② 自動排出される場合は必ず石・残米排出口の下に容器または紙袋を設置してくだ
さい。

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握
してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
作業する際には身の回りには充分気を配り、ケガをしな
いように注意してください。
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3-4　自動間欠装置の説明と調整（2）

3. 運転方法

2. 自動間欠装置の調整方法

石抜機後部の電装ボックスフタを外しますと、上右図のように右側にタイマーが3個
並んでいます。
右端が排出時間タイマーで右から2番目が排出間隔時間タイマーです。
下記に詳細を示します。

◎ 排出時間タイマーは石を排出する時間（シャッターが開い

ている時間）を調節するタイマーです。
工場出荷時は3秒に設定されています。

◎ 排出間隔時間タイマーは石を自動排出する間隔（シャッタ
ーが開閉する間隔時間）を調節するタイマーです。
工場出荷時は30分に設定されています。

※ したがって工場出荷時では、30分毎に3秒間石などの排出
をするように設定されています。

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握
してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
作業する際には身の回りには充分気を配り、ケガをしな
いように注意してください。
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3-5　石の取り出し方

3. 運転方法

連続で長時間石抜機をご使用になる場合は自動排出にて石を自動排出しますが、石抜
作業終了後は石抜内部に残った石と米を手動排出にて排出してください。
（自動間欠装置の説明と調整参照）

下記に手動排出による石・残米の排出方法を示します。

① 石の取り出しは石抜機が運転中でなければできません。
石抜機を手動運転にて作動させる。

② 石・残米排出口の下に容器を設置する。
③ 自動間欠装置のスイッチを手動排出にする。

（手動排出にしますと排出口より石と残米が混ざって排出されます。）

④ 石と残米が混ざらなくなる（玄米のみ）まで排出します。
⑤ 玄米のみになったら別容器に替えて残米をすべて排出します。

（注意）石と残米が混ざったものは貯留しておき、石抜機に掛けられる量までになり
ましたら再選別してください。

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握
してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
作業する際には身の回りには充分気を配り、ケガをしな
いように注意してください。

自動間欠装置の排出運転には「自動排出」と「手動排出」があります。
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3-6　異常ランプが点灯したときのサーマルリセット方法

3. 運転方法

◎ 何らかの原因で過負荷異常ランプが点灯した場合、下記に示すように電磁開閉器の
サーマルをリセットしてください。

① 電源プラグをコンセントから抜きます。

② 異常の原因を調査し取り除きます。

③ 後部の後カバーを外してリセットボタンを押します。

修理及び点検作業を行う場合は、必ず元電源を切ってか
ら実施してください。
感電等など安全上支障をきたすことがあります。

電源を入れて過負荷異常ランプが消灯しているのを確認してください。
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4-1　ベルトの確認

4. 各部の調整・点検・掃除

点検・掃除作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜いて
ください。
安全上支障をきたす場合があります。

◎ ベルトが緩むと本機の石抜装置が正規の回転数が得られないため、能率・石抜精度
の低下につながります。また、本機が過負荷状態を引き起こす原因になります。
ベルトの点検は本機の運転前に必ず行ってください。

第1図に示すベルトカバー止ネジを外すとベルトカバー

が手前に外れます。

ベルトカバーを外しますと第2図のようになっておりま

す。
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4-2　石抜金網の掃除方法

4. 各部の調整・点検・掃除

◎ 石抜金網に糠が付着し網目が塞がりますと、石抜機の能率・選別精度が著しく低下
します。

石抜機の前カバーを取り外すと中に石抜金網があります。
この石抜金網を定期的にワイヤブラシ等で掃除してください。

点検・掃除作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜いて
ください。
安全上支障をきたす場合があります。

石抜金網に糠が付着したり網目が塞がりますと、石抜機の能率及び

石抜精度が著しく低下します。

定期的に点検・掃除をしてください。
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4-3　ホコリ箱（石抜機に蓄積されるホコリ・糠）の掃除方法

4. 各部の調整・点検・掃除

◎ 大量にまたは長時間使用しますと米のホコリ・糠等が石抜機底部のホコリ箱に蓄積
します。
蓄積したホコリ・糠等が石抜装置の揺動部までに達しますと本機に悪影響を与えま
す。
定期的にホコリ箱を引き出して点検・掃除をしてください。
（2-8 ホコリ箱のセット方法参照）

点検・掃除作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜いて
ください。
安全上支障をきたす場合があります。

蓄積したホコリ・糠等が石抜装置の揺動部にまで達しますと本機に

悪影響を与えます。

定期的に石抜機のホコリ箱を点検してホコリ・糠等が蓄積していな

いか確認して掃除をしてください。
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4-4　昇降機用コンセントについて

4. 各部の調整・点検・掃除

◎ 本機後部に昇降機を連結する時に使用するコンセントが付属されております。
連結する機器のモーター最大容量は三相200V/200Wです。
連結時の回転方向調整は連結側で行ってください。

点検・掃除作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜いて
ください。
安全上支障をきたす場合があります。
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5-1　石が取れにくい場合は

5. 不調な時の原因と対策

点検・掃除作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜いて
ください。
安全上支障をきたす場合があります。

◎ 石が取れにくい場合は下記のことに注意して対処の程お願い致します。

① 設置場所（床）に「ガタ」があるまたは
水平でない。
（水平器で機械が水平になるようにして

ください。またガタがないようにしてく
ださい。）

② 機械の回転方向が逆である。

③ 石抜金網の網目が糠・ホコリ等で目詰ま
りしていないか。

④ 石抜機底部のホコリ箱が満杯になってい
ないか。

⑤ 能率が出過ぎていないか。
（供給シャッター目盛「2」ぐらいまで絞

ってください。）

以上の点に注意してください。

軽石・石灰石・泥塊または砂の塊・草の種

等の米より比重の軽いものは選別できませ

ん。
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5-2　不調な時の原因と対策一覧

電気工事店に調査・修理依頼

ヒューズが切れている ヒューズを交換する

ブレーカーが働いている

サーマルが作動する
（異常ランプが点灯す
る）

電圧が低下している 電気工事店に調査・修理依頼

配線が不適正 電気工事店に調査・修理依頼

5. 不調な時の原因と対策

状　　　況 原　　　因 対　　　策

電源がきていない

きれいに掃除をしてください

原因を調べ入れ直す

コードが断線している 断線箇所の接続または交換

サーマルがトリップしている サーマルをリセットする

ベルトが緩んでいる 適切な張りにしてください

供給シャッター開口が不適正

コードリールを使用している 使用しないでください

ベルトが緩んでいる 適切な張りにしてください

モーター・電磁開閉器の不良 販売店へご相談ください

ホコリ箱にホコリ・糠が溜まっ
ている

水平器で水平にしてください

石抜金網に糠などが付着して網
目が塞がっている

ガタつきがないように設置して
ください

石抜に時間がかかる
（能率が低下する）

モーターの回転方向が逆である 正規の回転方向にしてください

金網に糠・ゴミが付着している きれいに掃除をしてください

米がクズ米・老化米・半ツキ米
などである

米の状態により能率は低下しま
す

モーター・電磁開閉器の不良 販売店へご相談ください

石抜機が作動しない

開口を調節してください

石が取れない

軽石・草の種・泥塊などではな
いか

選別できません

米の供給が多過ぎる
シャッターの開きを調整してく
ださい

石抜機の水平がでていない

点検・掃除作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜いて
ください。
安全上支障をきたす場合があります。
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6. アフターサービスについて
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